
福島支部における 
平成26年度上期の取組み 
（保険者機能強化アクションプラン（第2期）） 

資料1-3 



               福島県との覚書締結 

 平成26年5月30日（木）、福島県と「福島県民の健康づくりの推進に向けた包括的連携に関する覚書」を締結した。 

 今後は、生活習慣病の発症予防、特定健診やがん検診
の受診の促進、健診データの分析による健康づくり対策等、
福島県民の健康づくりの推進に向けて、幅広く連携・協力
していく。 

佐藤知事（左）と中西支部長（当時） 

平成26年5月 

連携・協力項目 

連携・協力項目 
１．県民の生活習慣病の予防に関する活動に関すること  
２．特定健康診査・特定保健指導の実施率の向上及び 
     がん検診等の受診率の向上に繋がる活動に関すること  
３．地域保健・職域保健連携推進に向けた活動に関する 
     こと  
４．医療費適正化に関すること  
５．健康診査結果及び医療費の分析に関すること  
６．災害時における被災者の健康支援に関すること  

締結後の活動内容 

 福島県が9月23日（火）に開催した、「検診からはじめよう 健康ふくしまフェア」に協賛団体として参加。 

 健診や医療費適正化に関するチラシ、ジェネリックシールの配布、測定会の実施など、協会けんぽの事業
の広報をした。 
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               郡山市との協定締結 

 平成26年9月24日（水）、郡山市と「健康づくりの推進に向けた包括的連携に関する協定」を締結した。 

 今後は、郡山市と協働で健康づくりの推進に取り組
むことにより、郡山市民及び加入者に対して、より効
率的・効果的な事業展開を図っていく。 

 さらに協働事業を通して、加入者（市民）の健康増
進はもちろん、県をはじめとした関係機関への発信
力を高めていく。 

品川市長（左）と中西支部長（当時） 

平成26年9月 

① 27年度以降の事業協力に向けた調整 
② 小学校を対象とした健康教室開催      等 

締結後の活動内容 

連携・協力項目 

１．特定健診結果及び医療費等のデータ分析に関   
     すること  
２．医療費適正化に関すること   
３．特定健診・特定保健指導、がん検診等の受診促  
  進に関すること  
４．地域・職域連携による健康づくり推進に向けた活 
  動に関すること  
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           高血圧対策事業～「社員食堂から高血圧予防」～ 

内容 

 福島支部の健診受診者の血圧リスクが、全国トップレベルの高さであること

から、平成25年度に引き続き、福島支部加入事業所の社員食堂とタイアップし

た、『おとなも食育♪「社員食堂から高血圧予防」』と銘打った高血圧対策事業

を実施した。 

 

 

 社員食堂での血圧測定や、ランチョンセミナーを

開催。塩分量のクイズや、アルコール、運動など

について講義を行った。 

 また、血圧の測定ブースの設置、事業前後のア

ンケート実施による行動変容の評価など、従業員

様の健康意識の向上を図った。 

  

保健師による講演の様子 

血圧・血流測定の様子 

平成26年5月・9月 

5/29限定特別メニュー 

第1回目 平成26年5月27日から29日 食堂利用者 １８０名 
第2回目 平成26年9月25日から26日 食堂利用者 ４０名 
（1回目と2回目は別会社で実施） 

写真はいずれも5月開催時のもの 
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      全国健康保険協会福島県大会開催 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

平成26年7月 

大会の模様 

  

大会決議 

一、全国健康保険協会に対する国庫補助金の補助率を健康保険
法が定める上限である２０％（現在１６.４％）に引き上げること 

 一、公費負担の拡充をはじめ、高齢者医療制度を抜本的に見直
すこと  

 県大会の第二部は、「協会けんぽと取組む“健康経営”」として

ヘルスケア・コミッティー株式会社 代表取締役会長・国立大学法

人東京大学 特任助教 古井祐司先生による特別講演を開催し、

好評を博した。 

  平成26年7月25日（金）、福島市にある福島県文化センターで、一般財団法人福島県社会保険協会、福島県社会保険

委員会連合会と共催し全国健康保険協会福島県大会を開催した。福島県、政党団体、関係団体及び参加者316名が参

加し、財政基盤強化のための法改正を求める大会決議を採択した。 

大会後の活動内容 

① 国会議員要請行動（平成２６年８月） 
② 全国大会開催（平成２６年１１月１８日）    等 
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             協会けんぽの財政基盤強化に向けた取り組み 平成26年5月・8月 

今後の取り組み 

 財政基盤強化のための法改正に向けて、平成27年度予

算の概算請求前に再度国会議員要請活動を実施する。        

 

8月の議員要請に使用した大会資料 

7月25日 県大会の開催 

5月・8月 政党・国会議員への要請 

 福島市の福島県文化センターにおいて、協会けんぽ初

の大会を開催し、財政基盤強化の取組みの必要性を確

認した。 

  

 

 

 

 

 5月7日から13日にかけて、主要三政党県連、県内に縁のある国会議員16名に対して、協会けんぽ設

立初の県大会への出席依頼、並びに協会けんぽの財政基盤強化に向けた要請を行った。 

 また、8月12日から22日にかけて、福島県大会開催の案内をした福島県選出国会議員１６名のうちア

ポイントのとれた福島県内の１２議員事務所を訪問した。 

 （４事務所は資料を送付） 

  福島県大会の大会決議、大会資料及び厚生労働大臣あて提出した5団体による要望書  

 （5月19日提出）を手渡し、財政基盤強化の必要性を訴えた。 
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        健康保険委員研修・情報提供 

講師派遣 

随時 

情報提供 

【県大会の開催】 

 7月25日に開催する県大会について健康保険委員にダイレクトメールを送付 

した結果、171名の参加があった。（健康保険委員を登録している事業所で、 

委員本人が欠席のため代理で出席した者を含む） 

【市民向けセミナー開催の周知】 

 伊達市(10/5)、いわき市(10/25)と連携して実施するセミナーの開催にあたり、 

健康保険委員等にダイレクトメール（伊達市 677件、いわき市 279件）を送付し 

周知を図った。 

【健康保険委員だよりの発行】 

 健康保険委員に毎月1回発行し、タイムリーな情報を提供した。 

 

          

 

【平成26年5月～6月 事務講習会】 

 社会保険協会等が主催する事務説明会に講師を派遣し、被扶養者の再確認、申請書の様式変更、県大会等、支部

の事業について説明した。（述べ24回）  

【社会保険委員会研修会】 

 社会保険委員会が開催する研修会に講師を派遣し、健康保険制度・事務手続き、健康づくり等について説明した。

（延べ8回）    

 

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

健康保険委員だより 8月号 

（分煙取組みをされている事業所を紹介） 
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         市町村と連携した事業の実施 平成26年9月 

【福島市健康セミナー】市と共催 
 9月6日（土）福島市保健福祉センター 
 来場者数 115名 
【健康フェスタ2014】参加団体  
 9月28日（日）福島市アオウゼ  
 市民の健康づくりのため、34団体が参加 
 来場者数 約850名 

【検診からはじめよう 健康ふくしまフェア】協賛 
 9月23日（火・祝）  郡山市ビックパレットふくしま 
 協賛・後援企業多数 
 来場者数 約900名 

福島市健康セミナー  9/6 

 福島市及び福島県が開催したセミナーに運営者として参加。協会けんぽで設置したブースの来訪者に
対して健診や医療費に関するチラシ及びジェネリックシールを配布し、事業の広報を実施した。また、健康
に対してより関心を持っていただくために、各種測定機（血管年齢、血圧血流など）による測定会を実施し
た。 

福島市   

福島県 

健康ふくしまフェア  9 /23 

健康フェスタ2014  9/28 
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    データヘルス計画策定 【主管：企画総務G・保健G】   

下期も継続して実施する事業 

 平成２７年度以降に実施するデータヘルス計画を策定。下半期は、平成２７年度以降の実施に向けて具体的な計画を進
めていく。 

業務・システム刷新（平成２７年１月２６日）に向けた取組み【主管：業務G・レセプトG・保健G】 

現在の業務プロセス 

・多量の紙を使用する処理 

・サーバーの経年劣化 

・大量データ処理に効率的に対応できない 

業務プロセス・システムの改革 

・事務処理のQCD向上 

・情報収集・分析・発信の強化 

・加入者サービスの質の向上 

①新システムに対応した申請書切り替え（平成26年7月） 

 ・商工会、社会保険労務士会・医療機関などへ広報するとともに、新様式を配付。 

 ・納入告知書チラシ・健康保険委員だより・メールマガジンなどの媒体により広報。また、社会保険事務講習   

  会や大規模事業所訪問のために出向した際にも説明を実施。 

②システム変更後の実機による研修を本部で受講した職員が、支部で担当職員への伝達研修を実施。 
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             大規模事業所訪問   平成26年8月以降 

【内容】 

 福島支部独自の事業。支部職員が事業所を訪問し、健康保険委員や特定保健実施の勧奨など、協会けんぽや支部の

事業の説明及び意見聴取をすることにより、事業主等との円滑なコミュニケーションを図るとともに、顔の見える保険者と

して事業主等との連携を強化する。 

 全グループ（業務、保健、レセプト、企画総務）のリーダー、スタッフ２９名を出向対象者とし、職員の営業力向上を図る。 

【対象】被保険者１００人以上であって、健康保険委員未選任の事業所 172社 

【中間報告】 

 第2四半期に実施した事業所訪問では、14名の職員が71社の事業所に出向。 

・健康保険委員29名委嘱 

・特定保健指導受入承諾2事業所 

・事業者健診データ提供承諾１事業所 

・未出向の職員については、引き続き訪問を実施 

下期も継続して実施する事業 
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